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技 術 概 要

RNAポリメラーゼII制御機構の中核となる制御機構の中核要素となるTFⅡDのサブユニットであるTAF４ｂの発現
解析を行い、さらにTAF4ｂプロモーターの構造を詳しく解析し、これらを制御するプロモーターの中心的エレメント
を見出した。
本発明により、細胞増殖を促進するシグナル伝達系の活性が容易に検出され、抗癌剤や妊娠調節剤の開発が
可能となる。更に、本検出方法を利用することで、TAF4b発現調節機構を利用した増殖関連生理活性物質のスク
リーニングが可能となる。

目 的 ・ 効 果 ・ 特 徴

技 術 分 野

医療

その他（　　　　　　　　　　　　　）

タ イ ト ル

【目的】
　RNAポリメラーゼII制御機構の中核となる制御機構の中核要素であるTFⅡDサブユニットTAF４bの発現調節メ
カニズムを解明し、TAF４bを制御するプロモーターの提供を目的とする。
　本発明を実施することにより、細胞増殖を制御するプラスミド、形質転換体、これらが導入されたトランスジェニッ
ク動物等が提供される。さらに、これらを用いた細胞増殖調節剤のスクリーニング方法、細胞調節剤が提供され
る。
【効果・特徴】
１）TAF4b遺伝子の中で今回新しく同定した部分、あるいは発現コントロール領域（プロモーター）を使ったTAF4b
発現のコントロールによる癌治療、及び不妊検査、妊娠のコントロールにおける治療剤、調節剤の創出や、さらに
これらを達成可能とするスクリーニングが可能となる。
２）細胞増殖に強く関係する癌遺伝子産物Mycの活性を測るための新しいツールとしてTAF4b遺伝子のプロモー
ターを利用し、環境中あるいは食品中等の生理活性物質の検出させることが達成される。
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抗癌剤の開発が可能なＴＡＦ４ｂプロモーター

利用分野 ・適用可能 分野

ＭｙｃＥＲタンパク質の活性化によって、Ｔ９８Ｇ細胞

中で増加したＴＡＦ４ｂのｍＲＮＡレベルを示す。Ｔ９

８Ｇｍｙｃｅｒ－２細胞（Ｔ９８ＧＭｙｃＥＲ）および

親細胞（Ｔ９８Ｇ）を、０．２５％血清を含む培地で４

０時間培養した後、２００ｎＭ ＯＨＴの存在下（＋）、

あるいは非存在下（－）で培養した。ＲＮＡを指示され

た時点で単離し、ＴＡＦ４ｂのｍＲＮＡを検出するため

にノーザンブロッティングによる解析が行われた（左側

の図参照）。２８Ｓおよび１８ＳのｒＲＮＡも示す。結

果を定量し、棒グラフとして表す（右側の図参照）。

タンパク質合成阻害剤の存在下で、ＭｙｃＥＲタンパク

質の活性化によってＴＡＦ４ｂのｍＲＮＡレベルの増加

が維持されたことを示す図である。Ｔ９８Ｇｍｙｃｅｒ

－２細胞を、０．２５％血清を含む培地で４０時間培養

した後、２００ｎＭ ＯＨＴで８時間処理した。ＲＮＡ

を単離し、ＴＡＦ４ｂのｍＲＮＡを検出するためにノー

ザンブロッティングにより解析した（左側の図参照）。

図中、ＣＨＸの列で「＋」と示されたものは、ＯＨＴ添

加の２０分前に２０μｇ／ｍｌのシクロヘキシミドが添

加されたものである。２８Ｓおよび１８ＳのｒＲＮＡも

示す。結果を定量し、棒グラフとして表す（右側の図参


